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チャイルドの住む国 
  

 
 
 
 

 
 

（出典：外務省ホームページ） 
 

 
ホンジュラスってどんな国？ 
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面   積： 11 万 2,492km2（日本の約 3分の 1）   

人   口： 740 万人（2007 年世銀） 

首   都：   テグシガルパ 

公 用 語： スペイン語 

通   貨： レンピラ 

人口構成： 
混血 91％、先住民 6％、アフリカ系 2％、 

スペイン系 1％ 

宗   教：   伝統的にカトリック（信教の自由を憲法上保障） 

＜地理＞ 

ホンジュラスは太平洋と大西洋に面し、中米では 2

番目に大きい国です。国土はとても肥沃な北部、低

地帯の南部、中央には山脈が横切っています。沿岸

部は熱帯性で気温は 23～30℃。中央部と西部は温

帯性で、気温は 15～25.5℃です。季節は乾季と雨季

に分かれ、雨季は 6 月～11 月、乾季は 12 月～5 月

です。9 月を中心に、カリブ海で発生するハリケーン

の被害に度々見舞われます。 

＜歴史＞ 

かつてマヤ文明が栄えたホンジュラスは、16 世紀か

らスペインの植民地となりました。スペイン統治の横

暴に反対する先住民族の戦いを指揮したレンカ族の

族長レンピラの名前は、通貨名として現在も残ってい

ます。1821 年にスペインから独立。1838 年に中米諸

州連合から再独立した後は、1982 年まで独裁政権

が続きました。 

＜政治＞ 

1963年以降80年まで軍政が続き、82年に民政に移

管しました。以後の大統領選挙は民主的に実施され

ており、自由党と国民党の 2 大政党制度が定着して

います。2005 年に行われた大統領選挙・総選挙で

は、最大野党自由党のセラヤ候補が勝利、06 年に

大統領に就任しました。 

 

＜経済＞ 

頻繁なハリケーン被害に見舞われ今もなお、国際社

会からの支援が必要です。04年5月に署名された中

米・米国自由貿易協定（CAFTA）が将来的に発効す

ることにより、米国との経済関係強化、対内投資の

拡大が期待されています。07 年の原油価格の高騰

によりインフレ率は 11.2%まで増大し、豆や米などの

主食や交通機関の料金の値上がりで日常生活は大

きな打撃を受けました。貧しい農家では値上がりした

肥料が購入できず作付けを断念する人々に、政府の

支援策が導入されていますが、最貧困層にはゆきわ

たっていません。 
＜教育事情＞ 

学校は 2 月に始まり、11 月で終了します。国全体の

就学率は 90％ですが、農村部の就学率は相当低い

上、中退率が高くなります。小学校を卒業するのは

30％にすぎません。農村部の学校には教室が 1～2

つしかなく、教科書や補助教材、机などの備品も不

足しています。中学校は大きな町にしかないため、

農村部では中学校に進む子どもはほとんどいませ

ん。中学校を終えると職業技術を身につける過程に

入りますが、卒業しても仕事を見つけるのは難しい

のが実情です。 

 

＜保健事情＞ 

プランの活動地域では呼吸器感染症と肺炎が深刻

で、この他に HIV/エイズやシャーガス病（土壁に棲

息するサシガメを媒介として心疾患などをひき起こ

す、中南米で見られる風土病）の感染も後を絶ちま

せん。 

ほとんどの保健所では、必要な医薬品が不足してい

ます。 
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ホンジュラスの人々の暮らしを知ろう 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜データで見るホンジュラス＞ 

 

 

出典：ユニセフ世界子供白書 2009 より 

*注）GNI (Gross National Income)とは「国民総所得」という。1 人あたりの GNI は、国民総所得を年央の人口で割って算出したもの。 

 

国名 5歳未満児

死亡率 

（1,000人

あたり） 

低出生

体重児

出生率

（％） 

平均余命

（歳） 

小学校の第1学

年に入学した生

徒が第5学年に

在学する率

（％） 

成人の総識

字率 

（％） 

改善された

水源を利用

する人の比

率（％） 

1 人あたり

のGDP（米

ドル） 

1 日 1.25 米

ドル未満で

暮らす人の

比率（％） 

ホンジュラス 24 10 70 81 83 84 1,600 22 

日本 4 8 83 100 100 100 37,670 - 

＜家族＞ 

チャイルドとその家族の大半は農村部に住んでいま

す。農村はその規模によって 50～300 人が住んでお

り、自己所有または狭くてやせた土地を借りて家を

建て、バナナや豆などの主食を栽培して生計を立て

ています。 

 

＜食事＞ 
主食はトウモロコシで、ほとんどトルティーヤ（トウモ

ロコシの粉をこねてクレープ状に薄く焼いたもの）に

して食べます。豆や米も食べます。肉・魚・乳製品が

食卓にのぼるのは主に祝祭日だけです。農家では

普通、トウモロコシ・米・豆など自家消費用作物しか

作りませんが、時には市場で売ることもあります。鶏

や豚を飼育している家もあります。 

＜住まい＞ 

半数以上が自分の家を所有しています。ほとんどが

バアレケ造り（丸太を組み合わせ、隙間に石や竹を

はめ込み、土を塗る方式）で、屋根は藁葺き、床は土

間です。近年は壁を日干しレンガやセメントブロック

で作り、屋根を瓦かトタン板で葺き、床をセメントで固

めた家も見られます。家の中は食糧袋を天井から吊

り下げるなどして、仕切ってあります。台所は家の裏

に別棟としてあるのが一般的で、薪を使ってかまど

で調理します。6～10 人の家族にベッドが 1～2 台、

テーブル 1 つ、椅子 2～4 脚かベンチ、ハンモックが

一般的な調度品です。 

 

＜子どもたちの 1日の様子＞ 

学校に通う子どもたちは、朝食を取ってから6時頃に

家を出て、学校には 7 時半～8 時の間に着きます。

教室が1つしかない学校も多く、授業は11時に終わ

ります。家に帰ってトルティーヤと豆の昼食を取ると、

家事を手伝います。中には午後から授業を受ける子

どももいます。時間がある時にはきょうだいや友だち

と遊んだり、勉強をしたりします。 

夜は両親が年少の子どもたちと、女の子は同じ部屋

の一方をカーテンで仕切ったところで年下のきょうだ

いと、年長の子どもたちは食堂のテーブルの下など

空いているところにマットを敷いてそれぞれ寝ます。 
 

 

＜祝祭日＞ 

1 月 1日 新年 

3 月～4月 聖週間・復活祭 

4 月 14 日 アメリカ大陸の日 

5 月 1日 メーデー 

9 月 15 日 独立記念日 

10 月 3日 フランシスコ・モラサンの日 

（中米連邦共和国の第 2代大統領で国民の英雄） 

10 月 12 日 コロンブス・デー 

（アメリカ大陸発見の日） 

10 月 21 日 軍隊の日 

12 月 25 日  クリスマス 
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ホンジュラスってどんな国？ 
活動開始年：1977 年 

チャイルド数：38,000 人（2008 年 6 月現在） 

国統括事務所： テグシガルパ 

活動地域（事務所開設年）： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

#313  コパン（Copan） （2005 年） 

#314  インティブカ（Intibuca） （2005 年） 

#315  ラパス（La Paz） （2005 年） 

#329  レンピラ（Lempira） （1988 年） 

#338  チョルテカ（Choluteca） ( 1977 年) 

#339  サンタ・バルバラ（Santa Barbara） （1987 年） 

 
 
＜プラン・ホンジュラスが取り組む課題＞ 

ホンジュラスの農村部では、家庭の経済事情や、中等教育や職業訓練を受ける機会がほとんどないために、

青少年が大都市へ移住せざるを得ないことがよくあります。そこでプランは次の4つの方針に基づき、この課題

に取り組んでいます。 

・ 奨学金を支給して、中等教育や職業訓練を受ける機会を増やす 

・ 教室の建設・修繕を支援したり、小学校の教科書や指導用備品を支給する 

・ 青少年教育の関連機関や団体との協力関係を構築する 

・ 非公式教育の手法を用いて、中等教育や職業訓練に代わる教育案を推進する 

また、教育の機会だけでなくその質も向上させるために、教育省と連携しながら教師トレーニングにも注力して

います。 

 

＃339 

＃338 

＃329 

＃313 ＃314 

＃315 
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ホンジュラスのチャイルドとの交流について 

プランの活動地域では識字率が低く、手紙というものを書いたことがない子どもたちがほとんどです。チャイル

ドや一家にとって手紙を書くということは、想像以上に困難な作業と言えます。お手紙を書いていただく際には、

簡単で分かり易い質問を加えてみてください。そうすれば、チャイルドや一家が手紙に何を書いたらよいのか、

イメージがつかめるでしょう。ホンジュラスの子どもたちは工芸品が得意です。工芸品や刺繍などが、お手紙の

代わりに届くこともあります。 

 
 

基本的に、どんな話題でも結構です。皆さまのご興味、ご関心に合わせて、ご自由にお書き下さい。 

スポンサーからの手紙は、数行の簡単な挨拶だけでも彼らにとって大変嬉しく励みになります。どうぞ難しくお

考えにならず、気軽に手紙をお送りください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜お手紙に書くと喜ばれる話題＞ 
●自己紹介（趣味や家族、お仕事について） 
●ホンジュラスについて知りたいこと、興味がある

こと 
●日本の気候や自然、伝統的なお祭り、文化 
●日本で人気のスポーツや遊びについて 
●日本の学校や子どもたちの様子について 
＊写真や雑誌の切り抜きを利用されるのもよいでしょう。 

＜お手紙で避けた方がよい話題＞ 
●特定の政治や宗教に関すること 
●日本への誘いや連絡先 
●直接的なお金の援助の示唆 

～チャイルドの言葉（スペイン語）で手紙を書いてみよう～ 
 
◇ 初めてお便りします。 

Te escribo por primera vez. 

◇ お元気ですか？ わたしは元気です。 

¿Cómo estás?  Estoy bien de salud. 
◇ あなたのスポンサーになって、あなたの国に興味を持ちました。 

Tener a ti como mi amigo(男の子)/amiga(女の子) de Plan me ha 
hecho pensar en tu país.   

◇ 日本のどんなことが聞きたいですか？ 

¿Qué podría informarte sobre mi país, Japón?  
¿Hay algo especial que quieras saber? 

◇ お誕生日おめでとう。 

¡Feliz cumpleaños! 

◇ 新年のご挨拶を申上げます。 

Yo lo deseo un próspero año nuevo. 
 

上記は、チャイルドの住む国の代表的な言語（スペイン語）です。 

簡単な文例集をホームページでも紹介しております。送付ご希望の方はプラン･ジャパン事務局までご請求ください。 


